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（様式例１） 

大阪市立堀江中学校 平成 29 年度 運営に関する計画・自己評価（総括シート） 

  

１ 学校運営の中期目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状と課題 

○ ５つのとりくみ（「あいさつ」「時間」「服装」「言葉づかい」「清掃」）の習慣を自主的

に発揮できるように、さまざまな場面で生徒へ意識させている。特に、「時間を守る

こと」への意識の向上を、クラス、学年、学校全体へ、促してきた結果、全校集会の

スムーズな開始、チャイム着席の定着など、全体生徒の時間を守る意識は高まってき

ている。 

また、全学年一斉に毎月、遅刻指導日を設定し、各学年で遅刻の多い生徒への指導と、

遅刻連絡カードを利用して、保護者への協力要請をおこなっている。遅刻指導の対象

生徒数は、昨年度と大きな変化はないが、その中には、本人の生活習慣の乱れ、家庭

環境の不備など遅刻が常習化して、大幅遅刻を繰り返すなど、改善が困難な生徒が一

部にみられる。 

 

○ 昨年度は、地震・津波を想定した避難訓練を行った。職員には防災計画を配布し、緊

急対応の方法を周知した。生徒にも訓練時に資料を配布し、避難の方法等を知らせた。

学校評価アンケートの「急な事件や事故、自然災害が発生したとき、どうしたらよい

かわかっている」の肯定的回答が 80％以上を達成しており、一昨年度より 10％上昇

した。また、事故防止の観点から熱中症予防や救急救命の研修会を行い資料も配布す

るなど、職員にも周知した。 

 

○ 地域との連携によりボアランティア活動の推進を図ったり、小中連携・地域連携によ

る地域行事参加や音楽コンサートを実施することで、人と人との交流を通して心豊か

な青少年の健全育成を目ざした。 

 

○ 昨年度は、校長室だより、学年だより、学校ホームページ等で学校・保護者・地域と

で情報を共有し多くの方々に本校教育活動について関心を高めた。 

 

○ 昨年度は各学年でグループを作り、ローテーションしていきながら読み物教材は副読

本の「あかつき」や個々に準備した資料などを使って全クラスを回る方式で授業を行

った。１１月には全学年全クラスで公開授業を行うことができた。引き続き、道徳の

授業時間の確保をし、本年度は系統だった年間指導計画のもと、様々な内容項目の資

料や読み物を使って授業を進めていく。 
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○ 昨年度の学校評価アンケート調査の「学校の授業の復習をしている」の肯定的回答の

割合の結果は、2・3 年生は指標の 65%以上を達成できたが、1 年生は達成できなか

った。今年度以降は、特に新入生に対して家庭学習の重要性をしっかり教え、家庭学

習の方法を身に付かせる手立てを企てていく必要がある。 

 

○ 授業に関しては、昨年度の生徒の学校評価アンケートの「授業はわかりやすい」の肯

定的回答の割合は、全学年 80％以上であった。保護者の学校評価アンケートの「学

校は、子どもたちの学力充実のために努力工夫をしている」の肯定的評価の割合は、

全学年 70％以上であった。ほとんどの生徒、保護者において、十分達成できている

と判断はできるが、更なる「わかる授業」の実現のために努力していくことは必要不

可欠である。 
 

○ 昨年度の健康な生活アンケートで「意識して健康な生活をしている」については、肯

定的回答の割合が 2・3 年生は 80％以上であったが、1 年生は 75％であった。様々

な機会を通して情報提供や啓発活動を行わなければならない。 

 

○ 思考力・表現力の向上をめざして、学校外のコンクールおよび作品募集等を活用し、

テーマを与えて「書く」「描く」機会を設定した。特に、国語科、社会科、美術科で

は夏期休業中の課題として取り上げたこともあり、昨年と同様に多くの生徒が参加で

きた。また、２年生では人権教育に関するテーマで学年の取組として実施した。総数

（累計）として、平成 26 年度は約 470 名、平成 27 年度は約 1000 名、平成 28 年度

は約 1500 名が参加している。年々、教科および学年担当者が課題設定を工夫してい

ることや積極的に生徒に奨励することで、応募数が増加し、生徒の意欲の向上や言語

力の充実が図られている。 
内容項目・タイトル Ｈ26 年度 Ｈ27 年度 Ｈ28 年度 Ｈ28 年度入賞者数 

英語検定 48 名 72 名 28 名  

漢字検定  118 名 82 名 41 名合格 

税の作文 3 年全員 3 年全員 3 年全員 
8 名入賞 

（内 1 名代表で朗読） 

税の標語 3 年全員 3 年全員 3 年全員 1 名入賞 

読売新聞主催作文ｺﾝｸｰﾙ   1 年 1 名 1 名入選（優秀賞） 

第 60 回全国学芸ｻｲｴﾝｽ 

コンクール（書道部門） 
  10 名／390 名  

交通安全ﾌｧﾐﾘｰ作文ｺﾝｸｰﾙ等   42 名  

第 49 回手紙作文 

コンクール 
  

1 年 020 名 

2 年 120 名 

1 名入賞（佳作） 

2 年参加賞 

“社会を明るくする運動”作文  3 年 10 名 1 年 7 名 参加賞 

読書感想文  1・2 年 50 名 1 年全員  

生命保険に関する作文 4 名 1・2 年 50 名 1・2 年 36 名 1 名入賞（佳作） 

人権啓発キャッチコピー  2 年 71 名 2 年全員 4 名入賞 

人権啓発標語  2 年全員   

｢夢｣に関する絵画・写真ｺﾝｸｰﾙ  13 名 46 名 1 名入賞（佳作） 

大阪市読書感想画ｺﾝｸｰﾙ 
23 名 

6 名 8 名 1 名入賞 

読書感想画中央コンクール 1 名 1 年 1 名 入選 

大阪成蹊ｱｰﾄ＆ 

ｺﾝﾍﾟﾃｨｼｮﾝ 2016・2017 

 
3 名 3 年 1 名 1 名入賞（銀賞） 

中国語弁論大会参加   2・3 年 2 名 1 名優秀賞 

日本・ｽｲｽ青少年交流使節団
派遣選抜 

 
 3 年 1 名 1 名 

適切なﾈｯﾄ利用対策実践 
事例コンクール 

 
 生徒会 生徒会 佳作 
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中期目標 

【子どもが安心して成長できる安全な社会（学校園・家庭・地域）の実現】 

○ 平成 33 年度の学校評価アンケート（生徒）の「学校の決まり（校則）を守っている」

について肯定的回答の割合を 90％以上にする。 

○ 平成 33 年度の学校評価アンケート（生徒）の「急な事件や事故、自然災害が発生した

とき、どうしたらよいかわかっている」について肯定的回答の割合を 90％以上にする。 

○ 平成 33 年度の学校評価アンケート（教職員）の「保健、安全指導は適切に実施でき

ている」「病気・事故への対応は適切である」について肯定的回答の割合を 90％以上

にする。 

○ 平成 33 年度の学校評価アンケート（生徒）の「保護者や地域の人々といっしょにな

って学習や作業をすることがある」について肯定的回答の割合を 75％以上にする。 

○ 平成 33 年度の地域行事参加や音楽コンサート等の実施回数を、平成 28 年度より増加さ

せる。 

○ 平成 33 年度の学校評価アンケート（保護者）の「学校はホームページ等で情報公開を

よく行っている」について肯定的回答の割合を 75％以上にする。 

○ 平成 33 年度の学校評価アンケート（生徒）の「命の大切さや社会のルールについて

十分に学んでいる」「人権の大切さについて十分に学んでいる」について肯定的回答

の割合を 85％以上、学校評価アンケート（保護者）の「子どもたちは命の大切さや

社会のルールについて学んでいる」「子どもたちは人の生き方や豊かな心のあり方に

ついて学んでいる」について肯定的回答の割合を 85％以上、学校評価アンケート（教

職員）の「計画的、継続的な道徳人権教育が行われている」「道徳授業の工夫・改善

に努めている」について肯定的回答の割合を 90％以上にする。 

 

【心豊かに力強く生き抜き未来を切り拓くための学力・体力の向上】 

○ 平成 33 年度の学校評価アンケート（生徒）の「学校の授業の復習をしている」につ

いて肯定的回答の割合を 75％以上にする。 

○ 平成 33 年度の学校評価アンケート（生徒）の「授業はわかりやすい」「習熟度別少人

数授業やティームティーチング授業はわかりやすい」ついて肯定的回答の割合を

85％以上にする。 

○ 平成 33 年度の学校評価アンケート（保護者）の「各教科の基礎的・基本的な学力は、

身についている」「学校は子どもたちの学力充実のために努力・工夫している」つい

て肯定的回答の割合を 80％以上にする。 

○ 平成 33 年度の学校評価アンケート（生徒）の「授業でＩＣＴを活用して工夫してい

る」について肯定的回答の割合を 80％以上にする。 

○ 平成 33 年度の全国体力・運動能力、運動習慣調査におけるシャトルランの平均記録

を平成 28 年度より 5 ポイント向上させる。 

○ 平成 33 年度の健康な生活アンケートの「朝ご飯はきちんと食べている」の肯定的回

答を 95％以上、「手洗いうがいを行っている」の肯定的回答を 85％以上にする。 

 

【その他】 

○ 平成 33 年度の言語活動に関するコンクールや検定、各種大会および作品募集等の  

参加数を、平成 28 年度より増加させる。 
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２ 中期目標の達成に向けた年度目標（全市共通目標を含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【子どもが安心して成長できる安全な社会（学校園・家庭・地域）の実現】 

全市共通目標（小・中学校） 

○ 平成 29 年度末の校内調査において、学校で認知したいじめについて、解消した割合

を 95％以上にする。 

○ 平成 29 年度の校内調査における「学校のきまり・規則を守っていますか」の項目に

ついて「当てはまる（どちらかといえば、当てはまる）」と答える生徒の割合を 90％

以上にする。 

○ 平成 29 年度末の校内調査において、暴力行為を複数回行う加害生徒数を前年度より

減少させる。 

○ 平成 29 年度末の校内調査において、新たに不登校になる生徒の割合を前年度より減

少させる。 

学校園の年度目標 

○ 平成 29 年度の学校評価アンケート（生徒）の「急な事件や事故、自然災害が発生した

とき、どうしたらよいかわかっている」について肯定的回答の割合を 90％以上にする。 

○ 平成 29 年度の学校評価アンケート（教職員）の「保健、安全指導は適切に実施でき

ている」「病気・事故への対応は適切である」について肯定的回答の割合を 90％以上

にする。 

○ 平成 29 年度の学校評価アンケート（生徒）の「命の大切さや社会のルールについて

十分に学んでいる」「人権の大切さについて十分に学んでいる」について肯定的回答

の割合を 85％以上、学校評価アンケート（保護者）の「子どもたちは命の大切さや

社会のルールについて学んでいる」「子どもたちは人の生き方や豊かな心のあり方に

ついて学んでいる」について肯定的回答の割合を 85％以上、学校評価アンケート（教

職員）の「計画的、継続的な道徳人権教育が行われている」「道徳授業の工夫・改善

に努めている」について肯定的回答の割合を 90％以上にする。 

○ 平成 29 年度の学校評価アンケート（生徒）の「保護者や地域の人々といっしょにな

って学習や作業をすることがある」について肯定的回答の割合を 75％以上にする。 

○ 平成 29 年度の地域行事参加や音楽コンサート等の実施回数を、平成 28 年度より増

加させる。 

○ 平成 29 年度の学校評価アンケート（保護者）の「学校はホームページ等で情報公開

をよく行っている」について肯定的回答の割合を 75％以上にする。 
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３ 本年度の自己評価結果の総括 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【心豊かに力強く生き抜き未来を切り拓くための学力・体力の向上】 

全市共通目標（小・中学校） 

○ 平成 29 年度の中学校チャレンジテストにおける標準化得点を、前年度より向上させ

る。（標準化得点とは、各年度の調査の本市の平均正答数が、それぞれ 100 となるよ

うに標準化した得点のこと） 

○ 平成 29 年度の中学校チャレンジテストにおける正答率５割以下の生徒を同一の母集

団で比較し、いずれの学年も前年度より 10 ポイント減少させる。 

○ 平成 29 年度の中学校チャレンジテストにおける正答率７割以上の生徒を同一の母集

団で比較し、いずれの学年も前年度より 10 ポイント増加させる。 

○ 平成 29 年度の校内調査における「学校の友達との間で話し合う活動を通じて、自分

の考えを深めたり、広げたりすることができていますか」に対して、肯定的に回答す

る生徒の割合を、前年度より増加させる。 

 

学校園の年度目標 

○ 平成 29 年度の学校評価アンケート（生徒）の「学校の授業の復習をしている」につ

いて肯定的回答の割合を 75％以上にする。 

○ 平成 29 年度の学校評価アンケート（生徒）の「授業はわかりやすい」「習熟度別少人

数授業やティームティーチング授業はわかりやすい」ついて肯定的回答の割合を

85％以上にする。 

○ 平成 29 年度の学校評価アンケート（保護者）の「各教科の基礎的・基本的な学力は、

身についている」「学校は子どもたちの学力充実のために努力・工夫している」つい

て肯定的回答の割合を 80％以上にする。 

○ 平成 29 年度の学校評価アンケート（生徒）の「授業でＩＣＴを活用して工夫してい

る」について肯定的回答の割合を 80％以上にする。 

○ 平成 29 年度の全国体力・運動能力、運動習慣調査におけるシャトルランの平均記録

を昨年度より 2 ポイント向上させる。 

○ 平成 29 年度の健康な生活アンケートの「朝ご飯はきちんと食べている」の肯定的回

答を 95％以上、「手洗いうがいを行っている」の肯定的回答を 85％以上にする。 

 

【その他】 

○ 平成 29 年度の言語活動に関するコンクールや検定、各種大会および作品募集等の  

参加数を、平成 28 年度より増加させる。 
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（様式例２） 

大阪市立堀江中学校 平成 29 年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

 

年度目標 
達成

状況 

【子どもが安心して成長できる安全な社会（学校園・家庭・地域）の実現】 

全市共通目標（小・中学校） 

○ 平成 29 年度末の校内調査において、学校で認知したいじめについて、解消した

割合を 95％以上にする。 

○ 平成 29 年度の校内調査における「学校のきまり・規則を守っていますか」の項

目について「当てはまる（どちらかといえば、当てはまる）」と答える生徒の割

合を 90％以上にする。 

○ 平成 29 年度末の校内調査において、暴力行為を複数回行う加害生徒数を前年度

より減少させる。 

○ 平成 29 年度末の校内調査において、新たに不登校になる生徒の割合を前年度よ

り減少させる。 

学校の年度目標  

○ 平成 29 年度の学校評価アンケート（生徒）の「急な事件や事故、自然災害が発生

したとき、どうしたらよいかわかっている」について肯定的回答の割合を 90％以

上にする。 

○ 平成 29 年度の学校評価アンケート（教職員）の「保健、安全指導は適切に実施

できている」「病気・事故への対応は適切である」について肯定的回答の割合を

90％以上にする。 

○ 平成 29 年度の学校評価アンケート（生徒）の「命の大切さや社会のルールにつ

いて十分に学んでいる」「人権の大切さについて十分に学んでいる」について肯

定的回答の割合を 85％以上、学校評価アンケート（保護者）の「子どもたちは

命の大切さや社会のルールについて学んでいる」「子どもたちは人の生き方や豊

かな心のあり方について学んでいる」について肯定的回答の割合を 85％以上、

学校評価アンケート（教職員）の「計画的、継続的な道徳人権教育が行われてい

る」「道徳授業の工夫・改善に努めている」について肯定的回答の割合を 90％以

上にする。 

○ 平成 29 年度の学校評価アンケート（生徒）の「保護者や地域の人々といっしょ

になって学習や作業をすることがある」について肯定的回答の割合を 75％以上

にする。 

○ 平成 29 年度の地域行事参加や音楽コンサート等の実施回数を、平成 28 年度より

増加させる。 

○ 平成 29 年度の学校評価アンケート（保護者）の「学校はホームページ等で情報

公開をよく行っている」について肯定的回答の割合を 75％以上にする。 

 

 

 

 

 

 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【施策１ 安全で安心できる学校、教育環境の実現】 

・いじめ・暴行の被害の早期発見・早期対応のため、「いじめ調査」「被害調査」を

実施する。                      (マネジメント改革関連)    

指標 

・「いじめ調査」は各学期末、「被害調査」は 1・2 学期初めに実施する。 

取組内容②【施策１ 安全で安心できる学校、教育環境の実現】 

・防災・減災教育を実施し、安全を守るための力の育成をめざす。 

（カリキュラム改革関連）  

指標 

・避難訓練、防災、防犯についての取り組みを年間 3 回実施する。 

取組内容③【施策２ 道徳心・社会性の育成】 

・道徳の授業時間を確保し、本年度は系統だった年間指導計画のもと、様々な内容

項目の資料や読み物を使って授業を進めていく。  （カリキュラム改革関連）          
 

指標  

・年間 35 時間の道徳授業を実施する。 

・年間 5 回の道徳教育委員会を開き、今年度の道徳教育の充実を図る。 

取組内容④【施策２ 道徳心・社会性の育成】 

・我が国の伝統文化や芸術鑑賞の機会を設定し、芸術に親しみ伝統や文化を大切に 

する豊かな心を育成する。             （マネジメント改革関連）  

指標  

・鑑賞会後のアンケートで満足度を 80％以上にする。 

取組内容⑤【施策３ 地域に開かれた学校づくりと生涯学習の支援】 

・地域行事参加や音楽コンサート等の実施を通して地域に開かれた学校を構築する。 

・ホームページで、学校の状況を公開する。         (ガバナンス改革関連)         

 指標 

・平成 28 年度より多くの地域行事や音楽コンサートへ参加し、満足度を 90％以上に

する。 

・ホームページの閲覧数を平成 28 年度より増やす。 

取組内容⑥【施策３ 地域に開かれた学校づくりと生涯学習の支援】 

・地域ボランティアや学校図書館補助員と連携し、学校図書館を「読書センター」  

及び「学習センター」としての機能をさらに高め、学校図書館の活性化を図る。 

                     (ガバナンス改革関連) 
 

指標  

・平成 29 年度の学校図書館の利用者を平成 28 年度より増やす。 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

 

 

次年度への改善点 
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（様式例２） 

大阪市立堀江中学校 平成 29 年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

 

年度目標 
達成

状況 

【心豊かに力強く生き抜き未来を切り拓くための学力・体力の向上】 

全市共通目標（小・中学校） 

○ 平成 29 年度の中学校チャレンジテストにおける標準化得点を、前年度より向上

させる。（標準化得点とは、各年度の調査の本市の平均正答数が、それぞれ 100

となるように標準化した得点のこと） 

○ 平成 29 年度の中学校チャレンジテストにおける正答率５割以下の生徒を同一の

母集団で比較し、いずれの学年も前年度より 10 ポイント減少させる。 

○ 平成 29 年度の中学校チャレンジテストにおける正答率７割以上の生徒を同一の

母集団で比較し、いずれの学年も前年度より 10 ポイント増加させる。 

○ 平成 29 年度の校内調査における「学校の友達との間で話し合う活動を通じて、

自分の考えを深めたり、広げたりすることができていますか」に対して、肯定的

に回答する生徒の割合を、前年度より増加させる。 

 

学校の年度目標 

○ 平成 29 年度の学校評価アンケート（生徒）の「学校の授業の復習をしている」

について肯定的回答の割合を 75％以上にする。 

○ 平成 29 年度の学校評価アンケート（生徒）の「授業はわかりやすい」「習熟度別

少人数授業やティームティーチング授業はわかりやすい」について肯定的回答の

割合を 85％以上にする。 

○ 平成 29 年度の学校評価アンケート（保護者）の「各教科の基礎的・基本的な学

力は、身についている」「学校は子どもたちの学力充実のために努力・工夫して

いる」について肯定的回答の割合を 80％以上にする。 

○ 平成 29 年度の学校評価アンケート（生徒）の「授業でＩＣＴを活用して工夫し

ている」について肯定的回答の割合を 80％以上にする。 

○ 平成 29 年度の全国体力・運動能力、運動習慣調査におけるシャトルランの平均

記録を昨年度より 2 ポイント向上させる。 

○ 平成 29 年度の健康な生活アンケートの「朝ご飯はきちんと食べている」の肯定

的回答を 95％以上、「手洗いうがいを行っている」の肯定的回答を 85％以上に

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【施策５ 子ども一人ひとりの状況に応じた学力向上への取り組み】 

・学習用プリント教材を用意する等、家庭学習が定着するように工夫する。 

・教科会等で連携を取り、習熟度授業、ティームティーチングを充実させる。 

・土曜授業参観等で保護者のアンケートを取り、授業の研鑽を図る。 

                      (カリキュラム改革関連) 

    

 指標 

・平成 29 年度の学校評価アンケート（生徒）の「学校の授業の復習をしている」に

ついて肯定的回答の割合を 75％以上にする。 

・実施した習熟度授業、ティームティーチングの時間数を、全授業時間数の 3 分の 1

を超えるようにする。 

・土曜授業参観でのアンケートについて肯定的回答の割合を 70％以上にする。 

 

取組内容②【施策６ 国際社会において生き抜く力の育成】 

・情報教育委員会でＩＣＴの活用状況を報告し、ＩＣＴを活用した授業を充実させ

る。                       

  (カリキュラム改革関連)  

指標  

・ＩＣＴを活用した授業を、全教科で実施する。 

 

取組内容③【施策７ 健康や体力を保持増進する力の育成】 

・保健体育の授業に全身持久力を高める運動を取り入れ、継続する。 

 (カリキュラム改革関連) 
 

指標 

・保健体育の授業の中で毎回筋力トレーニングを実施する。 

 

取組内容④【施策７ 健康や体力を保持増進する力の育成】 

・保健だよりや掲示物などを通じて、意識して健康な生活をするように情報提供や

啓発活動を行う。               

   （マネジメント改革関連）  
 

指標 

・健康な生活アンケートの全項目において、年度末の肯定的回答の割合を年度当初

より上昇させる。 

 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

 

 

 

次年度への改善点 
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大阪市立堀江中学校 平成 29 年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

 

年度目標 
達成

状況 

【その他】 

○ 平成 29 年度の言語活動に関するコンクールや検定、各種大会および作品募集等

の参加数を、平成 28 年度より増加させる。 

 

 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【言語力や表現力、論理的思考能力の育成】  

・言語活動に関する各種取り組みの成果や案内等の情報を伝え、積極的に参加させ

る。                       （カリキュラム改革関連）  

 指標 

・平成 29 年度の学校外のコンクールおよび作品募集や各種検定等の参加数を、平成

28 年度より増加させる。 

 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

 

 

 

 

 

次年度への改善点 

 

 

 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 


